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パナソニックのCATVデジタルSTBラインナップ

CATVデジタル
BD・HDD
内蔵

HDD内蔵

ベーシック

エントリー

TZ-HXT700PW

TZ-BDT920シリーズ

TZ-LS300シリーズ

TZ-LS200P

TZ-LT400PW

TZ-HDT620シリーズ

■ エントリーモデルからBD内蔵、4K対応モデルまで幅広いラインナップ
■ 有線/無線LANによる通信機能を搭載
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当社STBにおけるIPを活用した機能例

各種VODサービスに対応

みるプラス アクトビラ

eoオンデマンド Youtube

■ HTML5ブラウザを標準搭載し、各種VODサービスに対応
■ リモート視聴・Hybridcastなどスマホ連携サービスに対応

※Hybridcast Video対応

TZ-HDT620シリーズの例
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受信機開発におけるリファレンス

放送サービス 通信サービス
標準規格／仕様

W3C

ARIB
OTT事業者仕様

サービス事業者

仕様

事業者サービス

サービス事業者

仕様

商品企画

■ 放送サービスは国内の標準仕様準拠が基本
■ 通信サービスは通信規格をベースに、サービス対応は各サービス事業者の仕様準拠が基本

通信連携)

）

IPTVフォーラム

STD-0002(VOD)

STD-0010(通信連携)

STD-0011（HTML5）

STD-0013（HC）

ARIB

STD-B21

JCTEA

STD-007

標準規格 運用仕様

ARIB

TR-B14

TR-B15

Jlabs

SPEC-003,004,005

SPEC-017,018,019

など
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IP放送対応の考え方

IPTVフォーラム
「IPTVFJ STD-006 CDNスコープ サービスアプローチ」より抜粋

H/W（Socなど）

OS

ミドルウエア

アプリケーション

■ 標準規格のリファレンスモデルを前提に受信機構成を決定
• リファレンスモデルに沿うように受信機のH/W、OS、ミドルウエア、アプリケーション

の設計・開発を⾏う
• 品質基準にあうように各階層で対策を⾏う、もしくは対策できる部品を選定する
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IP放送の品質基準に対する考え方

■品質基準の規定点は受信者端子のため、受信者端子と受信機⼊⼒は同等の品質であることが
前提と考える

■品質担保のための処理には遅延時間が発⽣するため、許容される全体の遅延時間に関しては、
IP化部、伝送部、出画部での配分が必要

復調
TS
分離

トランス
コード

再多重
／TTS

IP送出

HFC

FTTH

CM

ONU ルータ

サービス事業者／プラットフォーム事業者
サービス事業者

／ネットワーク事業者
宅内

通
信
処
理

TTS-TS

変
換

デ
コ
ー
ダ

・・・

受信機

許容される全体の遅延時間出画 出画

IP化にかかる時間

NW伝送にかかる時間 出画にかかる時間

復調
デ
コ
ー
ダ

：

ルータ

・・・

品質測定ポイント
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品質担保のための技術要件について

• 品質基準について
– ネットワーク伝送上のパケット損失率、遅延、ジッタの許容数値目
標の定義が妥当

• 品質基準への対応について
– パケット損失率対応

• 優先制御
• FEC

– ネットワーク遅延対応
• 優先制御

– ジッタ対応
• 優先制御
• 受信機でのバッファリング



Panasonic System Solutions Japan Co., Ltd. 
8

品質担保のための対策例

■ パケット損失率軽減、ネットワーク遅延軽減、ジッタ対策のために技術対策が必要
■ ただし、各技術施策は遅延時間増に直結するため、許容される全体の遅延時間を元に、
目標とする技術基準とその技術施策の決定が必要

復調
TS
分離

トランス
コード

再多重
／TTS

IP送出
HFC

FTTH

サービス事業者／プラットフォーム事業者
サービス事業者

／ネットワーク事業者
宅内

受信機

許容される全体の遅延時間出画 出画

IP化にかかる時間

NW伝送にかかる時間 出画にかかる時間

復調
デ
コ
ー
ダ

： ・・・

優先制御

FEC
CM

ONU ルータ

ルータ

通
信
処
理

TTS-TS

変
換

デ
コ
ー
ダ

・・・

FEC

バッファリング
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RF方式における技術基準との対比

CM

ONU

通
信
処
理

TTS-TS

変
換

デ
コ
ー
ダ

・・・

宅内NW

※一定の伝送品質
は満たしている前提

チ
ュ
ー
ナ

復
調

デ
コ
ー
ダ

・・・

保安装置

V-ONU

【参考値】ITU-T J.241 excellent

パケット損失率 10^-5以下
パケットの遅延 100msオーダ以下
パケットのジッタ 10msオーダ以下

○RF方式

○IP方式

JCTEA STD-007-6.2

ビット誤り率 1x10^(-4)

※誤り訂正前

JCTEA STD-007-6.2

ビット誤り率 1x10^(-11)

※誤り訂正後

FEC

誤
り
訂
正

受信機

受信機 FEC/PCRジッタ等対処後
のここで、RF方式と同等
になるよう検討

■ JCTEA STD-007-6.2によるとRF⽅式では、受信劣化が検知されない品質として下記を規定
■ IP放送の基準策定にあたって、RF⽅式と同等の基準を決めるのであれば、デコーダの⼊⼒で同等
品質となるよう検討する必要があるのではないか

ルータ

ルータ
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まとめ

• 品質基準において、ネットワーク伝送上のパケット損失率、遅延、ジッタの許容数値
目標の定義が妥当と考える

• 品質基準を満たすためのシステム上の技術施策においては、相応の遅延時間が発
生することを考慮する必要がある

• 品質基準の数値目標策定にあたっては、放送（RF）と同じ基準にするのであれば
デコーダの⼊⼒品質が同じになるような基準を決める必要があるのではないか






